
研究の問い：「ドローン技術を学びあう関係性」はどうやって⽣まれるのか？

1.サービスを提供する 2.ニーズに応える 3.共創を促す
→これらの3ステップを段階として踏むことで、⾃発的な活動が⽣まれた。
繰り返し参加した⽣徒は学習意欲・地域貢献意欲が、とくに優位に⾼まった。

講義者
対話の相⼿役 学習の促進者

⼿法：
現場に必要な知識を⾃律的に学ぶ「学習コミュニティ」をつくるための、3段階⼿法を開発。

「県⽴⾼校におけるコミュニティ型ドローンスクールの設計と実装」(貫洞聖彦,2019), http://kiyokan.work/

研究者：神⽯⾼原町地域おこし研究員 (2017.10 - 2019.3)  貫洞聖彦
1995年東京⽣まれ。2017年慶應義塾⼤学総合政策学部卒。2019年よりSFC研究所上席所員。

楽天x県⽴油⽊⾼校 SFCx神⽯⾼原町x県⽴油⽊⾼校県⽴油⽊⾼校x地域住⺠

地域産品のPVを製作し、
出荷先スーパーやwebに放映。
参加したメンバーの1名は、
協⼒農家に就職予定。

楽天株式会社のCSR事業と連携。
楽天社員と、オフィス・農園・
イベントスペースを整備。
1年後に⾼校⽣は起業を準備中。

⾼校⽣の活動を
町・⼤学・⾼校で⽀援する
「ドローンアカデミー」を発⾜。
10回以上の報道機会を得る。
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地域貢献意欲.077
地域愛着.231**
学習意欲.084
消極的地域愛着.014
学習⽅略.035

地域貢献意欲.252**
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2017.10-11 
7回活動

2018.4-10
39回活動

75名参加
のべ124名

33名参加
のべ142名

⾼校⽣180⼈への
介⼊前後 5段階法調査

実践：⽣徒ニーズを探索する地域住⺠との課題解決学習の例。

研究の舞台：「挑戦のまち」広島県神⽯⾼原町
50年間で⼈⼝が1/3に。東京23区の6割程度の⼤きさに8000⼈が218集落に散住。
若い世代が年70⼈程度も流出する危機に瀕する、中⼭間地域の「挑戦のまち」。


